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1 はじめに
このマニュアルは、プレート式熱交換器の取扱いと設置に必要な情報を記載し
ています。

1.1 説明

1.1.1 構成部品

このセクションは、このマニュアルで言及されているプレート式熱交換器の構
成部品について説明します。プレート式熱交換器の構成部品の詳細について
は、メンテナンスマニュアルを参照してください。
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主要構成部品

1. 固定フレーム

配管接続用に様々な個数のポート穴が設けられた固定プレートです。キャ
リングバーとガイドバーは固定フレームに取付けられています。

2. 遊動フレーム

配管接続用に様々な個数のポート穴が開けられる場合がある可動プレート
です。遊動フレームの機能は、プレートパックを固定フレームに圧縮する
ことです。

3. プレートパック

熱はプレートを通じて、1 つの流体から、別の流体へと伝えられます。プ
レートパックは、以下の構成になっています。

- チャンネルプレートおよびエンド･プレート

半溶接ユニットの場合：

- ツインプレートカセット

- ガスケット

- トランジションプレート(場合により)

プレートパックは、図の右のプレート式熱交換器では、複数のセクション
に分割することもできます。セクション間の大きなプレートは、設計に応
じてパーティションプレートまたはコネクションプレートと呼ばれます。
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4. 締付ボルト

ベアリングボックス付きボルトは、締付ボルトとして識別されます。

5. ロッキングボルト

残りのボルトは、固定フレームと遊動フレームを所定に位置に固定するた
めに取り付けられています。締付ボルトよりも短い場合が多いです。

6. フート

固定または調整可能な部分。ボルトを使用してプレート式熱交換器を基礎
に固定することが可能です。
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1.1.2 銘板

銘板はほとんどの場合、フレームプレートに組み付けられています。遊動フレ
ームに組み付けられている場合もあります。銘板は金属製プレートの場合と
ステッカーラベルの場合があります。

 警告 機器を損傷するリスク。

設計圧力および設計温度は両方とも銘板に記載されています。記載値を超えた圧
力及び温度で使用しないでください。

 注意 機器を損傷するリスク。

ステッカーのラベルが使用されている場合は、プレート式熱交換器の洗浄に強い
化学物質を使わないでください。

銘板に記載された設計圧力 (11) と設計温度 (10) は、適用される圧力容器の法
規に従ってプレート式熱交換器が認定を受けた値です。設計温度 (10) は、ガ
スケットの推奨使用温度 (8) を超える場合があります。プレート式熱交換器図
面に記載された使用温度を変更する場合は、供給者にご相談ください。

1. ロゴスペース

2. サービス用ウェブサイト

3. サービス用ウェブサイト（工業製品）
または

コネクション配置図（衛生製品）

4. 認証マーク用スペース

5. マニュアル参照マーク、警告マーク

6. 圧力試験日

7. 最高使用温度

8. 製造者試験圧力 (PT)

9. 設計温度　最低/最高 (TS)

10.設計圧力　最低/最高 (PS)

11. 各側の内容積

12.各流体のコネクション位置

13.流体分類グループ

14.製造年

15.シリアル番号

16.型式

17.製造者名

200002597-7-JA 9
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銘板の例。
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1.2 使用目的

この機器の使用目的は、所定の熱負荷に対して決められた構成に従って熱を伝
達することです。

上記の使用目的以外の目的で機器を使用した場合、アルファラバルは一切の傷
害または損傷の責任を負わないものとします。他のすべての使用は禁止され
ています。

1.3 合理的に予見可能な誤使用

• 設置を計画する際は、サービスエリアを考慮する必要があります。平板熱交
換器図面を参照してください。

• 設置を計画する際は、将来的に再構築やサービスセンターへの出荷が必要に
なった場合にプレート熱交換器を取り外す（吊り上げる）ことができるよう
に考慮することをお勧めします。

• 本取扱説明書に記載されている以外の方法で機器や梱包箱を持上げたり輸
送したりしないでください。

• プレート式熱交換器に接続するようにパイプを接続します。パイプの接続
方法を間違えると、ガスケットやライニングが損傷することがあります。

• 半溶接型や非対称構成の型式は、間違った配管が間違ったポートに接続され
ている場合、安全上の問題になります。プレート式熱交換器図面に従って、
正しいメディアが正しいポートに接続されていることを再確認します。

• 一度に多くのプレートを吊り下げたり移動したりすると、ハンガーが損傷す
るおそれがあります。一度に 1 枚または最大 2 枚のプレートを取扱うこと
を勧めます。

• A 寸法（固定フレーム内側と遊動フレーム内側の間隔）に締め付けるとき
は、斜めのずれや蛇行を避けるため、必ずボルトを対角の順で、均等に少し
ずつ締めてください。プレートの枚数と A 寸法は、プレート式熱交換器図
面に記載されています。

• 例えばウォーターハンマーによるプレートの変形やガスケットの破損を回
避するため、流量の増減はゆっくり行います。

• 起動時には、ガスケットの亀裂や破損を防ぐために、穏やかに温度を上げま
す。設置マニュアルの起動セクションを参照します。

• プレート式熱交換器を長期間運転しない場合は、保管セクションの説明に従
います。

1.4 機器の取り扱いに関する予備知識

プレート式熱交換器は本説明書の取扱指示を習得し、熱交換器が設置されるプ
ロセスに関する知識を持つ担当者が操作するものとします。これにはプレー
ト式熱交換器の流体の種類、圧力、温度に関する安全上の注意点、プロセス特
有の安全上の注意点の知識も含まれます。

プレート式熱交換器のメンテナンスおよび設置は、現地の法規制に基づく知識
と許可を保持する人が実施するものとします。これには、配管、溶接その他の
メンテナンス等の作業が含まれる場合があります。

本説明書で解説されていないメンテナンス作業については、アルファ・ラバル
までお問い合わせください。
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1.5 利用可能な技術情報

このマニュアル以外に、以下の書類を手元に保管してください。

• 適合宣言書

該当する場合。

• 部品リスト

製品の構成に含まれるコンポーネントのリスト。

• プレートリスト

含まれるプレートとガスケットの説明、およびそれらをプレート式熱交換器
に取り付ける手順。

• プレート式熱交換器図面

納入されたプレート式熱交換器の図面。

記載されているドキュメントは、納入された製品に固有のものです。

1.6 製品保証

製品保証条件は、納品されたプレート式熱交換器発注前の売買契約に含まれて
います。あるいは、製品の保証条件は販売提示書や有効な条件を指定した文書
に含まれている場合があります。指定された製品保証期間内に問題が発生し
た場合は、いつでもアルファ・ラバルまでお問い合わせください。

1.7 アドバイス

以下の場合のアドバイスは、いつでもアルファ・ラバルまでお問い合わせくだ
さい。

• プレート枚数を変更する予定の場合。

• 使用温度や使用圧力を変更する場合、または他の流体をプレート式熱交換器
で処理する場合。

200002597-7-JA12
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1.8 環境コンプライアンス

アルファ・ラバルの熱交換器を推奨するメンテナンスに従って最適な方法で運
転すれば、エネルギーを最大限に節約し、運転費用（OPEX）を最小化します。

廃棄物管理

すべての材料と部品は、国の法律または地域の規制に従って、環境に配慮した
安全な方法で分別、リサイクル、または廃棄してください。部品の材質につい
て不明な点がある場合は、最寄りのアルファラバル販売会社に問い合わせてく
ださい。

開梱

梱包材は、木材、プラスチック、段ボール、場合によっては金属ストラップを
使用しています。

• 木材と段ボールは、再利用、リサイクル、またはエネルギー回収に使用でき
ます。

• プラスチックはリサイクルするか、認可を受けた廃棄物焼却場で焼却する必
要があります。

• 金属ストラップは金属のリサイクルに送付する必要があります。

200002597-7-JA 13
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このページは白紙です。



2 安全

2.1 安全への配慮

プレート式熱交換器は、本説明書に記載のアルファ・ラバルの取扱説明に従っ
て使用・メンテナンスする必要があります。プレート式熱交換器の誤操作によ
り、人への傷害や器物への損害を伴う深刻な問題が発生する可能性がありま
す。アルファ・ラバルは、お客様が本取扱説明書を遵守しなかったことに起因
するいかなる傷害や損害についても、責任を負いかねます。

本プレート式熱交換器は、本器に特定の材料、媒体の種類、温度、圧力に従っ
て使用する必要があります。

2.2 表現の定義

 警告 危険の種類

WARNING は、回避されない場合は死亡または重傷につながる可能性がある危険
な状態を示します。

 注意 危険の種類

CAUTION は、回避されない場合は軽度または中程度の傷害につながる可能性が
ある危険な状態を示します。

 注記

注意は、回避されない場合は機器の損傷につながる可能性がある危険な状態を示
します。
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2.3 個人用保護具

保護靴

つま先キャップを備えた靴落下した物による足の怪我を最小限に抑えるます。

保護用ヘルメット

事故による怪我から頭部を保護するために設計されたヘルメット。

保護ゴーグル

目を危険から保護するために着用される、ぴったりとフィットする眼鏡。

保護手袋

危険から手を守る手袋。
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2.4 高所での作業

 警告 落下の危険があります。

どのような種類の高所作業であっても、必ず安全なアクセス手段を確保し、使用
できることを確認してください。高所で作業する場合は、地域の規制およびガイ
ドラインに従ってください。足場または移動式作業台と安全帯を使用します。作
業領域の周囲に安全境界を作成し、ツールやその他の物体が落下しないように保
護します。

設置が 2 メートル以上の高さで作業する必要がある場合は、安全対策を考慮す
る必要があります。

200002597-7-JA 17

安全 2 JA

安
全



このページは白紙です。

安
全



3 保管

 警告 機器を損傷するリスク。

梱包箱は積み重ねられるようには設計されていません。

梱包箱の上に絶対に物を置かないでください。

別途合意のない限り、アルファ・ラバルは、プレート式熱交換器が到着後すぐ
に使用できる状態で納品します。

アルファ・ラバルおよびその代表者は、契約書に記載されている保証期間の満
了まで、必要に応じて保管場所・機器を調査する権利を留保します。当該調査
の日の 10 日前に通知する必要があります。

プレート式熱交換器の保管に関して、ご不明な点がございましたら、アルフ
ァ・ラバルの担当者までお問い合わせください。
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3.1 装置の保管

プレート式熱交換器は屋内で保管することを推奨しますが、それが不可能な場
合は、風雨にさらされないよう必ず熱交換器を保護してください。

• 接続部がカバーされていることを確認してください。

• 不透明のプラスチックフィルム等で熱交換器を覆い、日光から保護してくだ
さい。紫外線を受けると、ゴム製ガスケットの寿命が縮まります。

• 熱交換器はオゾンや有機溶剤、酸にさらさないでください。エンジンルーム
内や溶接装置の近くに保管しないでください。

• 締付ボルトおよびロックボルトは、十分にグリスを塗布する必要がありま
す。メンテナンスマニュアルの組立セクションを参照します。

• 極端な温度はガスケットの寿命を縮めるので注意してください。

運転前の長期間保管

プレート式熱交換器を 1 年以上の長期間保管する必要がある場合、始動時に漏
れが発生するリスクが高くなります。この問題を解決するために、ガスケット
のゴムを弛緩させて、弾力性を回復することを推奨します。

1. 締付ボルトとロックボルトを緩めます。メンテナンスマニュアルの指示に
従ってください。

2. プレートパックの寸法が 1.25×A になるまでプレート式熱交換器を開きま
す。

3. プレート式熱交換器 を 24～48 時間放置します。時間が長いほどガスケッ
トの弛緩に効果的です。

4. メンテナンスマニュアルの指示に従って、再度締めます。

5. アルファ・ラバルでは、漏れテストの実施を推奨しています。メンテナン
スマニュアルの漏れテストセクションを参照してください。
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4 設置

4.1 設置ワークフロー

すべてのアルファ・ラバル製品の設置は、以下に記す設置プロセスに従いま
す。設置契約および運用する業界に応じて、関連する手順に従ってください。

ステップ プロセス活動 最終状態 注意

1 準備

現場の準備。

準備した現場の機
器。

2 配管の洗浄

プレート式熱交換
器に詰まる可能性
がある塵や埃、その
他の異物の粒子が
配管にないように
します。

プレート式熱交換
器の入口前に、イン
ラインストレーナ
ーを設置すること
をお勧めします。

3 機械的な完成
機械的に設置され
た機器。

プロセス機器配管
への接続も含まれ
ます。

4 洗浄
機器は洗浄され、生
産の準備が完了。

一部の産業にのみ
該当します。設置
担当とチェックし
ます。

メンテナンスマニ
ュアルの洗浄の指
示に従ってくださ
い。

5 試運転
機器の試運転と機
能の検証

合意した場合のみ
有効です。6 性能の検証

機器の性能が検証
されます。

7 引き渡し 契約遂行。
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4.2 構成部品

本書の設置マニュアルは、プレート式熱交換器で使用されるコンポーネントに
対応するセクションに分かれています。納入された文書で、納入された技術情
報セクションを参照してください。お使いのプレート式熱交換器に含まれる
すべてのコンポーネントのリストがあります。下の表は、このマニュアルの持
上げと引起しに含まれる各コンポーネントの名称と設計を示しています。

名称 設計

吊金具

リフティングワイヤ

リフティングアイボルト

スイベルアイボルト

スイベルアイボルト

ホイストスリング
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名称 設計

L フート

ブロックフート

スイングフート L フート

スイングフート ブロックフート

固定フート

固定フレーム側ローアジャスタブルフー
ト

支柱側ローアジャスタブルフート
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名称 設計

固定フレーム側ハイアジャスタブルフー
ト

支柱側ハイアジャスタブルフート

安定化バー
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4.3 設置、持上げ、輸送の前に

 注意 機器を損傷するリスク。

設置または保守の際には、プレート式熱交換器とその構成部品を損傷しないよう

に注意する必要があります。構成部品の損傷は、プレート式熱交換器の性能や保

守性に悪影響を及ぼす可能性があります。

 警告 人身傷害のリスク。

機器は重いです。

機器を手動で持上げたり移動したりしてはいけません。

 警告

溶接チャンネルとガスケットチャンネルへの接続部の識別は重要です。誤った流

体をガスケットチャンネルに入れると、重傷を負ったりガスケットの重大な破損

を引き起こす可能性があります。

ご不明な点は、Alfa Laval の担当者にお問い合わせください。

設置前の注意事項

• 設置するまで、プレート式熱交換器を梱包しておきます。

• 配管を接続する前に、プレート式熱交換器に接続される配管システムからす
べての異物が洗い流されていることを確認します。

• 配管を接続する前に、フートのボルトがすべて締付けられており、プレート
式熱交換器が基礎にしっかりと固定されていることを確認します。

• 始動前に、すべての締め付けボルトがしっかりと締め付けられ、プレート
パックの寸法が正しいことを確認してください (A 寸法) 。平板熱交換器図
面を参照してください。

• 配管は、プレート式熱交換器が圧力ピークや熱膨張、振動にさらされないよ
うに、不測の負荷に対応できる必要があります。

• 圧力変動をできるだけ小さくします。

• 圧力容器の法規制に従って安全弁を設置する必要があります。

• プロテクションシートを使用してプレートパックを覆うことを推奨します。
これはプレートパックから高温流体や危険な流体が漏れることによる人身
事故を防ぐためです。また、高温のプレートに触れて怪我をすることも防ぎ
ます。

• 圧力の急激な上昇を回避するため、バルブを開く時間を十分に確保してくだ
さい。

• プレート式熱交換器内部に空気が残留していないことを確認します。

• プレート式熱交換器の表面温度が高温や低温となることが予想される場合
は、作業員のリスクを回避するため、プレート式熱交換器を断熱材で覆うな
どの保護対策を講じてください。必要な処置が現地の法規制に準拠してい
ることを確認してください。

• 各器の設計圧力と設計温度が銘板に記されています。これらの圧力と温度
を超えないようにしてください。
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• フローリングの状態を確認します。

• 機器を開梱または移動する前に、必ず重心を確認します。重心をできるだけ
低く保ちます。

• 機器は常にゆっくりと安定して移動します。

冷凍

 警告 機器を損傷するリスク

フルバキューム条件は、プレート式熱交換器内の水分と空気を避けるため、冷凍

用途の場合の始動時に適用する必要があります。

• 冷凍機にはコンプレッサーオイルが使われているため、このオイルを手動ま
たは自動でシステムから排出できることが必要です。排出しない場合、コン
プレッサーオイルはプレート式熱交換器に流れ込み、汚れの原因になりま
す。そのため、油の膜厚が厚すぎる場合や、ポートや流路に油が溜まってい
る場合は、プレート式熱交換器の性能低下を招きます。

リスクアセスメント

取扱いのたびに、梱包機器または開梱された機器を持上げて輸送する前に、常
に徹底的なリスク評価を行います。
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4.4 梱包箱の取扱い

 警告 人身傷害のリスク。

梱包機器および開梱された機器の持上げと輸送は、熟練した従業者が行う必要が
あります。はじめに編の予備知識を参照します。

プレート式熱交換器はパレットで配送され、梱包箱で梱包するか、またはスト
レッチフィルムで包むことができます。梱包箱は 3 つの主なバージョンがあ
ります。

• 側面分離型—側面と上面は別々に製造されています

• 側面ボックス型—両側にヒンジがあり、上面を緩めるボックス

• 両面細工型—配送用に梱包するときに側面と上面を細工したボード

重心は梱包箱またはラッピングに表示されています。

梱包箱には、表に従って他の記号も付いています。

記号 意味

重心

上に積み重ねない

壊れやすい

この面を上に

4.4.1 梱包箱—検査

荷降ろしを開始する前に梱包箱の外側を調べ、輸送による損傷があれば報告し
てください。損害が発生した場合は保険会社に連絡してください。
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4.4.2 梱包機器の持上げと輸送

 警告 人身傷害のリスク。

機器は重くて敏感であり、注意して取扱わなければなりません。

許可されていない人員は、梱包された機器や梱包されていない機器を取扱う際に、
定義された危険領域に立ち入ることはできません。

 警告 機器を損傷するリスク。

梱包箱は、ホイストスリングが梱包箱の上部を押す力に耐えるようには設計され
ていません。

常にフォークリフトを使用して、梱包機器を持上げて輸送します。

 警告 人身傷害のリスク。

吊り荷の下で作業してはいけません。

 警告 人身傷害のリスク。

積載物に対して認可され、地域の規制に従っているフォークリフトを常に使用し
ます。

ラベル、シンボル、および警告プラカードは、梱包箱の外面に配置されてお
り、遵守する必要のある取扱い原則の概要を示しています。

• 吊り荷を放置してはいけません。

• 機器が梱包されているかどうかにかかわらず、納入されたパレットに組付け
られているときは、フォークリフトを使用して持上げる必要があります。

• 持上げと輸送は十分に計画します。

• 梱包された機器や梱包されていない機器を持ち上げて運搬する際のリスク
エリアを定義し、封鎖します。

• 梱包機器および開梱後の機器を持上げて輸送する前に、常に危険領域と輸送
方法のリスク評価を行います。

• 梱包箱は急激な衝撃を与えたり、動かしたりしないでください。梱包箱は耐
荷重性がないため、積み重ねたり、他のアイテムを載せたりしてはなりませ
ん。

• 梱包箱は指示された直立位置に保つ必要があります。

• 指示どおりに梱包箱を持上げます。床の場所を空けるのに十分なだけ持上
げます。

• 荷物を持上げてゆっくりと静かに運搬します。

• 梱包機器は、フォークリフトを使用してパレットで持上げる必要がありま
す。

• フォークリフトのフォークの長さは、パレットの奥行きと同じか、それより
長くする必要があります。

• 梱包箱が持上げ装置上で安定していることを確認します。

• 梱包箱を目的地に移動します。
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• 梱包箱を床までゆっくりと下げ、周囲に十分なスペースを残して、すべての
側面に簡単にアクセスできるようにします。

• 梱包箱がしっかりと支えられていることを確認します。必要に応じて、ブロ
ックまたはプレートをその下に置きます。

• 重心は常にフォークリフトのフォークの間にある必要があります。

梱包箱が転倒したり、極端な湿度にさらされたりしたかどうかを示すラベル
を、梱包箱または機器に貼ることができます。

機器が梱包される場合、フォークリフトを使用し、納入されたパレットで持上
げる必要があります。

梱包箱の開梱セクションに従って、機器を開梱します。

機器をパレットに組立てたままにして、設置するときまでフォークリフトを使
用して取扱うことを勧めます。
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図 1 図は機器の一例を示しています。
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4.5 梱包箱の開梱

対応するタイプの梱包箱の手順に従ってください：

• 側面分離型-側面分離型の開梱手順を参照

• 側面ボックス型 — 側面ボックス型の開梱手順を参照

• 両面細工型 — の開梱手順を参照

開梱エリア

最小の開梱エリアは、最大梱包寸法の 2 倍以上でなければなりません。

梱包箱を取外しても、機器がパレットに組込まれている場合は、緩んでいる部
品またはパレットに組込まれている小さな部品を取外してください。

機器は、プラスチックバンド付きのパレットまたはネジで組立てられているこ
とがあります。プラスチックバンドを切断します。ネジを取外します。

200002597-7-JA 31

設置 4 JA



4.5.1 側面分離型 — 開梱

 警告 人身傷害のリスク。

機器または緩んだ物体が落下する可能性があります。プラスチック製のストラップは切り落とすとカチッ

と音がする場合があります。梱包箱と機器に鋭利なエッジ、破片、釘がある場合があります。

開梱および設置時に機器を取扱う際には、個人用保護具を着用します。機器は注意して取扱います。安全編

の個人用保護具セクションを参照します。

1 プラスチックバンドを切り取って、梱包箱の
上部を取外します。

2 ネジまたは釘を取外して側面を分解します。
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4.5.2 側面ボックス型 —開梱

 警告 人身傷害のリスク。

機器または緩んだ物体が落下する可能性があります。プラスチック製のストラップは切り落とすとカチッ

と音がする場合があります。梱包箱と機器に鋭利なエッジ、破片、釘がある場合があります。

開梱および設置時に機器を取扱う際には、個人用保護具を着用します。機器は注意して取扱います。安全編

の個人用保護具セクションを参照します。

1 プラスチックバンドを切り取って、梱包箱の
上部を取外します。

2 側面のボックスを持上げて、パレットから取
外します。
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4.5.3 両面細工型 — 開梱

 警告 人身傷害のリスク。

機器または緩んだ物体が落下する可能性があります。プラスチック製のストラップは切り落とすとカチッ

と音がする場合があります。梱包箱と機器に鋭利なエッジ、破片、釘がある場合があります。

開梱および設置時に機器を取扱う際には、個人用保護具を着用します。機器は注意して取扱います。安全編

の個人用保護具セクションを参照します。

側面と上面に細工を施した木箱は、ボードで組立てられます。

1 プラスチックバンドを切り取って、取外しま
す。

2 梱包箱の上部から始めて、一度に 1 枚のボー
ドを取外します。

3 上部のボードが完全に取外されたら、引き続
き側面を取外します。
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4.5.4 開梱後の点検

機器を所定の場所に設置した場合は、必ず以下の点検を行います。

• A 測定値（固定フレーム内側と遊動フレーム内側の間隔）を確認します。A
測定値は、プレート枚数と共にプレート式熱交換器図面に記載されていま
す。

• すべてのボルトが適切に締められていることを確認します。

• フートが適切に締められていることを確認します。

 注記

一部の機器は、脚部を分解して出荷されます。

• サービスを実行するために接続配管を取外すことができることを確認しま
す。

• プレート式熱交換器の片側にプレートを取外すのに十分なスペースがある
ことを確認します。
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4.6 機器の持上げ

機器が設置される位置になるまで、すべての取扱い関連事項を処理するため
に、リギング会社のサービスを利用することを勧めます。

このセクションの安全情報は、別の吊上げ装置用に記したすべての持上げの説
明に関して有効です。お使いのプレート式熱交換器に対応する持上げの説明
に進む前に、このセクションを必ず読み、安全メッセージを考慮に入れてくだ
さい。

 警告 人身傷害のリスク。

機器が重く、重心が高い位置にあります。

梱包機器および開梱された機器の持上げと輸送は、熟練した従業者が行う必要が
あります。はじめに編の予備知識のセクションを参照します。

 警告 人身傷害のリスク。

機器または緩んだ物体が落下する可能性があります。プラスチック製のストラッ
プは切り落とすとカチッと音がする場合があります。梱包箱と機器に鋭利なエッ
ジ、破片、釘がある場合があります。

開梱および設置時に機器を取扱う際には、個人用保護具を着用します。機器は注
意して取扱います。安全編の個人用保護具セクションを参照します。

 警告 人身傷害のリスク。

吊り荷の下で作業してはいけません。

 警告 人身傷害のリスク。

梱包機器および開梱された機器を持上げて取扱う際は、一人で作業してはいけま
せん。

 警告 機器を損傷するリスク。

ホイストスリングや吊金具は、図の赤丸で示されている取付け箇所を常に使用し
てください。記載されている以外の取付け箇所、またはホイストスリングの荷重
方向は使用できません、アルファ・ラバルからプレート式熱交換器と共に吊金具
が付属されていない場合は、対応する器具を選択し、同じ取付け箇所を使用する
必要があります。許可された作業員のみが、責任をもって安全かつ正しい方法で
部品の選択と作業を実行します。持上げ工程では、機器の損傷を避けるよう常に
注意してください。

 警告 機器を損傷するリスク。

コネクションやその周囲のスタッドボルトで絶対に吊上げないでください。

 注記

プレート式熱交換器に 2 つの吊り上げ装置 (たとえば、2 つのスイベル アイ ボル
トまたは 2 本の吊り上げワイヤー) が付属している場合は、2 点吊り上げが可能な
設計になっています。これは、小型プレート式熱交換器または小型プレート パッ
ケージを備えたプレート式熱交換器に当てはまります。

許可された作業員のみが、責任をもって安全かつ正しい吊上げ装置の選択を行
い、また持上げ、および引起し作業を実行します。プレート式熱交換器の重量
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に対して認可された、損傷のないホイストスリングを使用します。各セクショ
ンに図示されいる持上げ箇所を使用してください。機器に吊上げ器具が取付
けられている場合は、これらを使用する必要があります。

特に明記されていない場合は、2 つのホイストスリング（1）および（2）を使
用し、吊上げ角度（α）が 45°〜90°の間であることを確認します。

α

α

α
α

1 2

図 2 図は、機器の一例でホイストスリングの通し方を示しています。

機器をパレットから緩める前に、ホイストスリングを使用して機器が落下しな
いようにします。

 注記

機器やパレットを持上げないでください。機器が落下しないように、ホイストス
リングのみを伸ばします。

図 3 図は機器の一例を示しています。

機器をパレットに組込んでいるアタッチメントをすべて取外します。

機器をゆっくりと持上げ、パレットから外れることを確認します。
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図 4 図は機器の一例を示しています。
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4.6.1 固定具

プレート式熱交換器に吊金具と固定具 (1)、(2)、(3) がある場合は、設置の前に
取外さないでください。持上げには、どの固定具も使用しないでください。設
置が完了したら、プレート式熱交換器を起動する前に吊金具と固定具を取外し
てください。吊金具と固定具は、将来、プレート式熱交換器を移動する場合に
使用できるよう、保存しておくことができます。

1

3

2

1. ロック装置を固定フレームと遊動フレームの間にしっかりと固定します。

2. ロックブラケットを締めて、遊動フレームをキャリングバーに固定します。

3. ロックブラケットを締めて、遊動フレームをガイドバーに固定します。
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4.6.2 吊金具を使用した持上げ

このセクションは吊金具を使用する時のみ有効です。

 警告 機器を損傷するリスク。

輸送用の固定冶具が取付けられている場合は、これを持上げ箇所として使用しないでください。必ず吊金具

を持上げ箇所として使用してください。

 注記

機器は吊金具が組付けられた状態で納入されます。設置後、機器に吊金具を残しておくことができます。

納入されたパレットを使用して機器を組立てる場合は、フォークリフトを使用して持上げる必要があ
ります。持上げと輸送セクションの説明に従ってください。

機器が納入されたパレットから分解された場合、ホイストスリングを使用して持上げる必要がありま
す。機器の持上げセクションの説明に従ってください。

1 吊金具が適切に組立てられているか確認しま
す。必要に応じてネジを締めます。

2 ホイストスリングを吊金具に取付けます。プ
レート式熱交換器の重量に応じて、2 つまた
は 4 つのホイストスリングを使用します。

3 ゆっくり機器を持上げ、地面を空けます。

4 機器が水平に吊られていることを確認しま
す。
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4.6.3 リフティングワイヤを使用した持上げ

このセクションはリフティングワイヤを使用する時のみ有効です。

 注記

機器はリフティングワイヤを組立てた状態で納入されます。設置後、機器にリフティングワイヤをそのまま

残しておくことができます。

ワイヤループの曲げ直径 D は、ワイヤの直径の 6 倍以上の大きさである必要があります。D > 6d.
ØD

Ød

図 5 固定フレームに組付けられたリフティングワイヤー。

納入されたパレットを使用して機器を組立てる場合は、フォークリフトを使用して持上げる必要があ
ります。持上げと輸送セクションの説明に従ってください。

機器が納入されたパレットから分解された場合、チェーンスリングを使用して持上げる必要がありま
す。機器の持上げセクションの説明に従ってください。

1 リフティングワイヤが適切に組立てられてい
るか確認します。必要に応じてネジを締めま
す。
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2 チェーンスリングをリフティングワイヤに接
続します。

3 ゆっくり機器を持上げ、地面を空けます。

4 機器が水平に吊られていることを確認しま
す。
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4.6.4 リフティングアイボルトを使用した持上げ

このセクションはリフティングアイボルトを使用する時のみ有効です。

納入されたパレットを使用して機器を組立てる場合は、フォークリフトを使用して持上げる必要があ
ります。持上げと輸送セクションの説明に従ってください。

機器が納入されたパレットから分解された場合、ホイストスリングを使用して持上げる必要がありま
す。機器の持上げセクションの説明に従ってください。

1 吊上げ装置の吊上げ箇所がプレート式熱交換
器の重心に位置していることを確認します。

2 チェーンスリングを使用して、リフティング
フックまたはリフティングシャクルを、プレ
ート式熱交換器と組合せた 4 つあるリフティ
ングアイボルトのそれぞれにはめ込みます。

3 ゆっくり機器を持上げ、地面を空けます。

4 機器が水平に吊られていることを確認しま
す。
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4.6.5 スイベルアイボルトを使用した持上げ

このセクションはスイベルアイボルトを使用する時のみ有効です。

納入されたパレットを使用して機器を組立てる場合は、フォークリフトを使用して持上げる必要があ
ります。持上げと輸送セクションの説明に従ってください。

機器が納入されたパレットから分解された場合、ホイストスリングを使用して持上げる必要がありま
す。機器の持上げセクションの説明に従ってください。

1 吊上げ装置の吊上げ箇所がプレート式熱交換
器の重心に位置していることを確認します。

2 ホイストスリングの一端を吊上げ装置の上に
通します。

3 ホイストスリングのもう一方の端を、スイベ
ルアイボルトのペアのうちの一つに通しま
す。
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4 ホイストスリングの二つ目の端も吊上げ装置
の上に通します。

5 残りのスイベルアイボルトでこの手順を繰り
返します。

6 ゆっくり機器を持上げ、地面を空けます。

7 機器が水平に吊られていることを確認しま
す。
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4.6.6 スイベルアイボルトを使用した持上げ

このセクションはスイベルアイボルトを使用する時のみ有効です。

 注記

スイベルアイボルトのデザインはさまざまですが、同じように扱う必要があります。

納入されたパレットを使用して機器を組立てる場合は、フォークリフトを使用して持上げる必要があ
ります。持上げと輸送セクションの説明に従ってください。

機器が納入されたパレットから分解された場合、ホイストスリングを使用して持上げる必要がありま
す。機器の持上げセクションの説明に従ってください。

1 吊上げ装置の吊上げ箇所がプレート式熱交換
器の重心に位置していることを確認します。

2 ホイストスリングの一端を吊上げ装置の上に
通します。

3 ホイストスリングのもう一方の端を、スイベ
ルアイボルトのうちの一つに通します。
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4 ホイストスリングの二つ目の端も吊上げ装置
の上に通します。

5 残りのスイベルアイボルトでこの手順を繰り
返します。

6 ゆっくり機器を持上げ、地面を空けます。
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7 機器が水平に吊られていることを確認しま
す。
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4.6.7 ホイストスリングを使用した持上げ

このセクションはホイストスリングを使用する時のみ有効です。ホイストスリングを通すには 2 種類
の方法があります。ここで説明する最初の方法をお勧めします。この方法が使用できない場合は、別
の方法の説明に従います。

納入されたパレットを使用して機器を組立てる場合は、フォークリフトを使用して持上げる必要があ
ります。持上げと輸送セクションの説明に従ってください。

機器が納入されたパレットから分解された場合、ホイストスリングを使用して持上げる必要がありま
す。機器の持上げセクションの説明に従ってください。

 警告 人身傷害のリスク

機器は重いです。

機器の重さに応じて、1 つまたは 2 つのホイストスリングを使用します。

1 2 つのホイストスリングを使用するときは、
図のように通します。
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2 1 つのホイストスリングを使用するときは、
図のように通します。

3 ゆっくり機器を持上げ、地面を空けます。

4 機器が水平に吊られていることを確認しま
す。

5  注記

ここと次のステップで説明する方法は代わり
となる方法です。

固定フレームのスロットの間にホイストスリ
ングを 1 つ入れます。ホイストスリングを吊
上げ装置に接続します。
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6 遊動フレームのスロットの間にホイストスリ
ングを 1 つ入れます。ホイストスリングを吊
上げ装置に接続します。

7 ゆっくり機器を持上げ、地面を空けます。

8 機器が水平に吊られていることを確認しま
す。
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4.7 引起し

4.7.1 リフティングアイボルトを使用した引起し

この説明内容は、アルファ・ラバルからプレート式熱交換器が納品され、引起す際に有効です。プレ
ート式熱交換器の重量が許容されている吊上げ装置のみを使用してください。

 注意 機器を損傷するリスク。

スイベルアイボルトを使用する必要があります

 注意 機器を損傷するリスク。

ホイストスリングは、プレート式熱交換器の回転に支障のない長さとします。特に支柱のためのスペースを

考慮してください。引起し工程では、プレート式熱交換器部品への損傷を避けるよう常に注意してくださ

い。

1 固定フレームからすべてのフートを取外しま
す。

2 固定フレームの下端の下に木製の梁を配置し
ます。

200002597-7-JA52

4 設置JA



3
 警告

人身傷害のリスク

ボルトを緩めると、ワイヤーが伸びた状態で
曲がる場合があります。

ねじとナットを外す前に、ワイヤーを曲げた
状態で結束バンドで固定してください。

遊動フレームからリフティングワイヤを取外
します。

4 2 本のリフティングアイボルトを遊動フレー
ムに取付けます。
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5 各リフティングアイボルト 1 つのホイストス
リングをはめ込みます。

6 ホイストスリングを持上げ箇所に取付けま
す。
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7 プレート式熱交換器を注意深く引起します。
重心を通るときに特に注意してください。

8 ホイストスリングを取外します。

9 リフティング・アイ・ボルトを取外します。

10 リフティングワイヤを遊動フレームに取付け
直します。

11 プレート式熱交換器をゆっくり少しだけ地面
から持上げます。リフティングワイヤを使用
した持上げセクションに従って持上げます。

12 フートを固定フレームに取付け直します。

13 木製の梁を取外します。

14 プレート式熱交換器を地面に下ろします。

15 吊上げ装置を取外します。

これで、このマニュアルの持上げの説明に従って、プレート式熱交換器を取扱うことができます。
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4.7.2 遊動フレームにホイストスリングを使用した引起し

この説明内容は、アルファ・ラバルからプレート式熱交換器が納品され、引起す際に有効です。プレ
ート式熱交換器の重量が許容されているストラップのみを使用してください。次の説明の原則に従っ
てください。

 注意 機器を損傷するリスク。

ホイストスリングは、プレート式熱交換器の回転に支障のない長さとします。特に支柱のためのスペースを

考慮してください。引起し工程では、プレート式熱交換器部品への損傷を避けるよう常に注意してくださ

い。

1 固定フレームからすべてのフートを取外しま
す。

2
 警告

人身傷害のリスク

ボルトを緩めると、ワイヤーが伸びた状態で
曲がる場合があります。

ねじとナットを外す前に、ワイヤーを曲げた
状態で結束バンドで固定してください。

遊動フレームからリフティングワイヤを取外
します。
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3 固定フレームの下端の下に木製の梁を配置し
ます。

4 遊動フレームの鍵穴からホイストスリングを
通します。

5 遊動フレームの反対側の鍵穴に入れられるよ
うになるまでホイストスリングををさらに引
っ張ります。
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6 2 つ目のホイストスリングを同じようにして
通しますが、反対側から始めます。

7 ホイストスリングを伸ばし、両方とも鍵穴の
内側に収まっていることを確認します。

8 0 ホイストスリングを持上げ箇所に取付けま
す。
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9 プレート式熱交換器を注意深く引起します。
重心を通るときに特に注意してください。

10 ホイストスリングを取外します。

11 リフティングワイヤを遊動フレームに取付け
直します。

12 プレート式熱交換器をゆっくり少しだけ地面
から持上げます。機器の持上げ編の適切なセ
クションに従って持上げます。

13 フートを固定フレームに取付け直します。

14 木製の梁を取外します。

15 プレート式熱交換器を地面に下ろします。

16 吊上げ装置を取外します。

これで、このマニュアルの持上げの説明に従って、プレート式熱交換器を取扱うことができます。
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4.7.3 プレート式熱交換器周りにホイストスリングを使用した引起し

この説明内容は、アルファ・ラバルからプレート式熱交換器が納品され、引起す際に有効です。プレ
ート式熱交換器の重量が許容されているストラップのみを使用してください。次の説明の原則に従っ
てください。

 注意 機器を損傷するリスク。

ホイストスリングは、プレート式熱交換器の回転に支障のない長さとします。特に支柱のためのスペースを

考慮してください。引起し工程では、プレート式熱交換器部品への損傷を避けるよう常に注意してくださ

い。

1 床に木製の梁を 2 本置きます。

2 ホイストスリングを使用し、プレート式熱交
換器をパレットから持上げます。
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3 プレート式熱交換器を梁の上に置きます。
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4 両側に 1 つのボルトの周りにホイストスリン
グを置きます。

5 片側でプレート式熱交換器を梁から持上げま
す。

200002597-7-JA62

4 設置JA



6 プレート式熱交換器が引起す位置に反転する
まで、吊上げ装置を注意深く前方に動かしま
す。重心を通るときに特に注意してくださ
い。

7 プレート式熱交換器を水平に降ろして床に置
きます。
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4.8 フートの取付け

一部のサニタリープレート式熱交換器は、フートが取付けられていない状態で納品されます。以下の
説明に従ってください。

 警告 人身傷害のリスク。

機器は重いです。

機器の取扱いに注意します。安全が確保されていない機器の下には手を入れません。

吊り荷の下で作業してはいけません。

押し潰されないように常に安全対策を講じます。

1 納品時は、固定フレームと支柱の脚部取付け
位置に、カバープレートが取付けられていま
す。

2 設置マニュアルの機器の持上げセクションに
従って機器を持上げます。

3 機器が誤って落ちてしまった場合に人身事故
が起きるリスクを最小限に抑えるために、機
器の下に木製の梁を配置します。

4 ネジ、ワッシャー、ナットを取外し、カバー
プレートを取外します。
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5 同じネジ、ワッシャー、ナットを使用して、
図に従ってプレート式熱交換器の脚部を組立
てます。

6 ユニットに 2 本の安定化バーが付属している
場合は、図に従ってこれを組立てます。
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4.9 輸送用カバー

輸送用カバーは 2 種類あります。

• ポート穴に押し込まれる輸送用カバー

• ナットを使ってスタッドボルトに組み付けられる輸送用カバー

押し込まれる輸送用カバーは手動で取り外すことができます。

スタッドボルトに組み付けられた輸送用カバーをナットを使って取り外すに
は、以下の輸送用カバーの取り外しセクションの指示に従ってください。

プレート式熱交換器は、プレートパックに窒素ガスを充填した状態で納入する
場合があります。この場合、輸送用カバーは、輸送用カバーとポート穴の間の
シールとしてガスケットがあります。このガスケットは運転圧力やプロセス
液用に設計されていないので、取り外して廃棄する必要があります。ガスケッ
トは絶対に接続で再使用しないでください。

輸送用カバーは、プレート式熱交換器が目的の場所に設置されるまで、プレー
ト式熱交換器に残しておかなければなりません。接続部や配管を取り付ける
前に、輸送用カバーを取り外して廃棄する必要があります。

輸送用カバーの取り外し

1. スタッドボルト (4) からナット (1) を取り外します。

2. 輸送用カバー (2) を取り外します。

3. ガスケット (3) を取り外します。

4. 輸送用カバーとガスケットを廃棄します。

5. 輸送用カバーのあるすべての接続部でこれを繰り返します。

1

2

3

4
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4.10 取付け前の点検

機器を所定の場所に設置した場合は、必ず以下の点検を行います。

• A 測定値（固定フレーム内側と遊動フレーム内側の間隔）を点検します。A
測定値は、プレート枚数と共にプレート式熱交換器図面に記載されていま
す。A 測定値に関する説明は、メンテナンスマニュアルを参照してくださ
い。

• すべてのボルトが適切に締められていることを確認します。ボルトの締付
け方法の手順については、メンテナンスマニュアルを参照してください。

• 脚部とフートが適切に締められていることを確認します。

• サービスを実行するために接続配管を取外すことができることを確認しま
す。

• プレート式熱交換器の片側にプレートを取外すのに十分なスペースがある
ことを確認します。

• プレート式熱交換器の内部および外部のシール機能を確認するために、静水
圧による漏れ試験を実施することを強く推奨します。詳細については、メン
テナンスマニュアルを参照してください。

200002597-7-JA 67

設置 4 JA



4.11 起動

起動時は、プレートパック、バルブ、配管からの漏れが無いことを確認します。

 注意 機器を損傷するリスク。

プレート式熱交換器を加圧する前に、プレート式熱交換器の温度がプレート式熱交換器図面または銘板に記

載の温度範囲内であることを確認することが重要です。

 注意 漏れの危険があります。

運転前のプレート式熱交換器の温度がガスケットの最低使用温度未満の場合は、低温に起因する漏れを防止

するため、プレート式熱交換器の温度を最低使用温度以上に暖めることを推奨します。

 注意 機器を損傷するリスク。

システムに複数のポンプが含まれている場合は、どのポンプを最初に起動する必要があるかを必ず確認して

ください。

遠心ポンプはバルブを閉止した状態で起動し、バルブは出来るだけスムーズに操作する必要があります。

吸引側が空の状態でポンプを作動させないでください。

 注意 機器を損傷するリスク。

ウォーターハンマーとは、システムの起動時や停止時に起こる場合がある短時間の圧力ピークであり、液体

が配管内を音速で波打って移動します。これは機器に著しい損傷を与える原因となる場合があります。

圧力の急激な上昇 (ウォーターハンマー) を防止するため、流量調整はゆっくりと行う必要があります。

圧力をゆっくりと徐々に上げてください。

 注意 機器を損傷するリスク。

プレート式熱交換器内部の急激な温度変化を避けてください。

流体の温度をゆっくり上げます。できれば 6 分毎に 10 °C 刻みで上げてください。100 °C の流体温度に達

するには 1 時間以上かかります。流体の温度が 100 °C を超える場合は特に注意してください。

 注意 機器を損傷するリスク。

真空下で液体アンモニアを冷却回路に充填すると、低温になります。このような温度レベルは、エラストマ

ー材料がシールできる温度よりも低い場合があります。

カスケード CO2 / NH3 のように、ガスケット側が 2 相冷媒に使用される用途では、気相で 2 相冷媒を充填

することが非常に重要です。これは、ガスケットの温度衝撃を避けるためと、金属が非常に急速に収縮する

自然現象による一時的な漏れを避けるためです。

 注記 機器を損傷するリスク。

真空下で液体アンモニアを冷却回路に充填すると、低温になります。

このような温度レベルは、エラストマー材料がシールできる温度よりも低い場合があります。ガスケットの

側が 2 相冷媒に使用される用途では、例えば、ガスケット CO2 / NH3 の適用には、気相で 2 相冷媒を充填

することが非常に重要です。これは、ガスケットの温度衝撃を避けるためと、金属が非常に急速に収縮する

自然現象による一時的な漏れを避けるためです。
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1 すべての締め付けボルトがしっかりと締めら
れており、A 測定値が正しいことを確認しま
す。プレート式熱交換器図面を参照してくだ
さい。

A

2 圧力の急激な上昇を回避するため、ポンプと
流量制御機器との間のバルブが閉止している
ことを確認してください。

3 出口に空気抜きバルブが取付けられている場
合は、バルブが完全に開いていることを確認
してください。

4 通気口を開いた状態でポンプを起動します。
システムに複数のポンプが含まれている場合
は、正しい順序でポンプを起動してください。

A

5 バルブをゆっくり開き、流量が徐々に増加す
ることを確認します。
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6 空気が完全に排出されてから、空気抜きバル
ブを閉止してください。

7 2 番目の流体に対してこの手順を繰り返しま
す。
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4.11.1接続

特定のユニットには、長方形の外観を持つ特殊なルーズ フランジが装備されています。パイプカラー
やスタブエンドを使用して、お客様のパイプを溶接し、専用のルースフランジを使用してプレート式
熱交換器に組立てることを意図しています。

ねじ込み式パイプ接続

 警告 機器を損傷するリスク。

機器を損傷するリスク。

コネクションのねじれによりエンドプレートのガスケットが破損して漏れが発生する場合があります。

プレート式熱交換器の配管接続部が回転しないように、モンキーレンチなどで固定してください。

ガスケットの破損を防ぐため、パイプの接続部分が回転しないようにしっかりと固定されていること
を確認してください。
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